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＜抄 録＞ 

 本研究では，小学校第６学年理科「電気の利用」で作成したプログラムを友達に説明する学習活動を実践した．そして，そ

の学習活動に対する認識と理解度との関係を明らかにするために，相関分析を行った．結果，「自分で作成したプログラムを，

友達に分かるように説明することができた」と「プログラミングで考えたことを説明する動画を作成することで，伝えたいこ

とを整理することができた」の認識，および「プログラミングで電気を効率よくする方法を１つ挙げて，その手順を説明して

ください」の理解度は，「プログラミングで考えたことを説明する動画を作成することで，効率の良い電気の使い方を理解し

た」と「新たに解決したい問題が生まれ，プログラミングを行いたくなった」の認識に関連がある可能性が示唆された． 
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１ はじめに 

 2020年度から，小学校第６学年理科「電気の利用」のプロ

グラミング教育が必修化された（文部科学省，2020）．自分

で作成したプログラムを他者に説明する学習活動は，児童

の自己効力感を向上させることが期待できる（狩野ら，

2021）．そこで本研究では，小学校第６学年理科「電気の利

用」で，自分で作成したプログラムを他者に説明する学習活

動を実践し，評価することを目的とする． 

 

２ 調査概要 

 2025 年 2 月 13 日（木）と 14 日（金），都内国立大学附

属小学校６年生 94 名（３学級）を対象に，理科「私たちの

生活と電気（大日本図書）」を実施した．「どのようにすれ

ば，プログラミングを使って電気を効率よく使うことがで

きるのだろうか」のめあてで，２コマ（45 分×２）行った．

プログラミング教材は，MESH（SONY）の LED ブロック，人感

センサーブロック，明るさブロックの３つを使用した． 

 １コマ目は，昼と夜の公衆トイレの写真を提示し，電気が

無駄に使われている箇所に気づかせた後，めあてに対する

自身の考えをワークシートに記入させた．MESH を提示して

基本的な使用方法を理解させた後，電気を効率よく使う方

法を個人で考え，ペアで話し合い，プログラムを作成させた． 

２コマ目は，別のペアになって，作成したプログラムを説

明し合い，その様子を相互に動画で撮影させた．投稿された

友達の説明動画にいいねやコメントを投稿させた．最後に，

まとめと振り返りを行った． 

 

３ 分析方法 

学習活動を評価するために，２コマ目の終了時に質問紙

調査を行った．質問項目は，本時の学習の理解度を測るCBT

（２問），狩野ら（2021），勝田ら（2022），寺嶋ら（2013），

遠藤ら（2021）を参考に，プログラミングの説明活動に関す

る質問項目（９問）の計11問を問うた．「CBT-1 押しボタン

式歩行者用信号機のフローチャートについて，□に当ては

まる正しい順番を選んでください」の問題は，正答を１，誤

答を０とした．「CBT-2 電気を効率よく使っているものを１

つ挙げて，その仕組みを説明してください」の問題は，S，

A，B，Cの４段階のルーブリック評価を行い，Sを４点，Aを

３点，Bを２点，Cを１点とした．プログラミングの説明活動

（質問項目３～７）と関連するものを明らかにするために，

全質問項目と理解度の結果に対して順位相関分析を行った． 

 

４ 結果と考察 

（１）プログラミングの説明活動の質問項目間の関連 

プログラミングの説明活動（質問項目３～７）との相関係

数が高い項目に着目する（表１）．項目１は，項目５（r =.65, 

p <.01）との間に中程度の相関が認められた．項目６は，項

目８（r =.64, p <.01）との間に中度の正の相関が認めら

れた．これらの知見から，プログラミングの説明活動を導入

し，伝えたいことを整理することと友達に分かるように説

明することが関連する可能性が示唆された．さらに，プログ

ラミングの説明活動を導入し，説明動画を確認することで，

新たに解決したい問題が生まれ，プログラミングを行いた

くなることと，プログラミングに対する考えを深めること

が関連する可能性が示唆された． 

 

（２）プログラミングの説明活動と理解度の関連 

  CBT-2は，項目４と弱い正の相関関係（r =.38, p <.01）



 

 

   

 

 

が認められた．項目６とも弱い正の相関関係（r =.24, p 

<.05）が認められた．よって，「プログラミングで考えたこ

とを説明する動画を作成することで，効率の良い電気の使

い方を理解した」の認識と「新たに解決したい問題が生まれ，

プログラミングを行いたくなった」の認識は，「プログラミ

ングで電気を効率よくする方法を挙げて，プログラミング

の手順を説明できる」という理解度と関連する可能性が示

唆された． 

  

５ まとめと今後の課題 

 本研究は，小学校第６学年理科「電気の利用」において，

プログラムの説明活動を導入した実践と評価を行った．順

位相関分析の結果，「自分で作成したプログラムを，友達に

分かるように説明することができた」と「プログラミングで

考えたことを説明する動画を作成することで，伝えたいこ

とを整理することができた」の認識に関連がある可能性が

認められた．理解度は，「プログラミングで考えたことを説

明する動画を作成することで，効率の良い電気の使い方を

理解した」と「新たに解決したい問題が生まれ，プログラミ

ングを行いたくなった」に関連がある可能性が示唆された． 

 今後の課題として，他者の説明動画を視聴し，相互評価す

ることで，どれほどプログラミングに対する学びや教科の

目標を達成できるかを追究することが挙げられる． 
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表１ 相関分析の結果 




